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　社会情勢の変化により多様化するお客様のニーズに対し、民間会社が持つノウハウやネットワークを活用し、サー

ビスの一層の向上を図るため「水道料金の収納業務」や「窓口業務」など、市水道事業所で行っていた事業の一部を

平成２２年４月１日（木）から民間会社（フジ地中情報(株)・テクノ・マインド(株)共同企業体）に委託します。

　委託に伴い、４月１日からは、これまで市水道事業所で行っていた料金の支払いや給水開始・休止の申し込みなど

の業務については、迫町に開所する「登米市水道お客様センター」が行うことになります。

　また、「登米市水道お客様センター」の開所に伴い、水道窓口営業の受付時間が延長され、料金のお支払いや各種申

し込みに関しては、平日は午前８時から午後６時まで、土曜日は午前８時から正午まで利用が可能となります。

【問い合わせ】水道事業所水道業務課　料金徴収料係　緯 ０２２０（５２）３３１１

４月１日から 水道料金収納・窓口業務など　　　　　水道料金収納・窓口業務などのの
民間委託がスタートしま　　　　　民間委託がスタートしますす

名称　登米市水道お客様センター　

住所　登米市迫町佐沼字萩洗二丁目２番地３

営業時間　平日：午前８時～午後６時

　　　　　（火曜日は午後８時まで）

　　　　　土曜：午前８時～正午　

主な業務

　水道メーターの検針

　上下水道の使用開始・休止の申込受付

　水道料金や下水道使用料の収納業務

　給水停止業務

　上記業務に関する問い合わせ

連絡先

　お客様専用フリーダイヤル

　０１２０（０２３）１５１【４月１日から通話可能】

水道お客様センター概要 登米市水道お客様センター位置図　

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
小
山
・
佐
藤（
文
）（
東
和
）

　
第
２
位
　
千
葉
・
芳
賀
（
豊
里
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
・
三
浦
（
中
田
）

　
　
　
　
　
三
浦（
翼
）・
及
川（
中
田
）

【
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
石
川
・
千
葉
（
東
和
）

　
第
２
位
　
宍
戸
・
菊
地
（
中
田
）

　
第
３
位
　
榊
原
・
小
野
寺
（
中
田
）

　
　
　
　
　
沼
倉
・
熊
谷
（
中
田
）

平
成
　
年
度

２１

文
化
財
功
労
者
表
彰

　
■
開
催
日
　
２
月
９
日
（
火
）

　
■
会
　
場
　
多
賀
城
市

　
　
　
　
　
　
　
東
北
歴
史
博
物
館

【
文
化
財
功
労
者
表
彰
】

　
猪
股
育
夫
（
登
米
）

　
杉
田
観
龍
（
津
山
）

　
佐
藤
直
喜
（
東
和
）

リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
環
境
課

　
環
境
政
策
係
　

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
５
５
３

５８

　
市
民
と
行
政
の
連
携
が
評
価

環
境
大
臣
賞
を
受
賞

　「
循
環
・
共
生
・
参
加
ま
ち
づ

く
り
」
環
境
大
臣
賞
の
表
彰
式
が

２
月
　
日
、
環
境
省
で
行
わ
れ
、

１６

井
林
副
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
地
球
環
境
問
題
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
地
域
の
課
題
に
対
し
、
地

域
の
人
々
と
協
働
し
て
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
宮
城
県
で
は
平
成
４
年
の

仙
台
市
に
続
き
、
２
例
目
と
な
り

ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
環
境
市
民
会

議
で
の
取
り
組
み
や
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
推

進
事
業
、
レ
ジ
袋
削
減
と
い
っ
た

登
米
市
の
日
常
生
活
に
お
い
て
の

受賞した全国の市町村や団体の皆さん
【登米市：前列右から２番目】

第
５
回
中
学
生
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
土
）

２３

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
ほ
か

11 Mar.2010

消防団活動に
地域の協力

市内８事業所を
「協力事業所」として認定

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
不

可
欠
な
消
防
団
。
そ
の
団
員
数
が

徐
々
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
」
を
設
立
し
２
月
　
日
、

１２

初
め
て
の
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協力事業所として認定された８団体の代表の皆さん

　
昭
和
　
年
に
世
界
最
古
の
木
造

２４

建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
壁

画
が
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
た
こ

と
を
教
訓
に
、
文
化
財
を
火
災
・

震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

定
め
ら
れ
た
文
化
財
防
火
デ
ー

（
１
月
　
日
）
に
ち
な
み
、
１
月
　

２６

２４

日
、
県
指
定
文
化
財
な
ど
を
多
く

所
有
す
る
東
和
町
の
「
 竹
  峯
  山
  大
 

ち
く
 
ぶ
 
ざ
ん
 だ
い

 悲
  院
  華
  足
  寺
 」
で
防
災
訓
練
が
実

ひ
 
い
ん
 
け
 
そ
く
 
じ

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
地
域
自
主
防
災
組
織
、

市
消
防
団
東
和
支
団
、
華
足
寺
関

係
者
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

万
が
一
に
備
え
、
各
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
訓
練
は
、
華
足
寺
北
西
側
の
山

訓練用消火器を使っての初期消火訓練

林
か
ら
出
火
し
、
本

堂
へ
延
焼
す
る
恐
れ

が
生
じ
た
と
想
定
し

て
進
め
ら
れ
、
一
般

電
話
か
ら
の
通
報
訓

練
や
駆
け
付
け
た
住

民
に
よ
る
重
要
物
の

搬
出
、
な
ど
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
住
民

に
よ
る
通
報
訓
練
や

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
の
消
火
訓
練
、

消
防
団
に
よ
る
中

継
・
単
独
放
水
な
ど

も
実
施
さ
れ
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
各
訓

練
に
真
剣
に
取
り
組

消防団員による迅速な放水訓練が実施されました

　
こ
の
制
度
は
、
消
防
団
の
活
動

に
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
配
慮
・
協

力
を
し
て
い
る
事
業
所
を
「
協
力

事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
、
表
示

証
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
地
域
全

体
で
そ
の
社
会
貢
献
を
認
め
合
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
初
め
て
の
表
示
証
交
付
式
と

な
っ
た
今
回
は
、
認
定
を
受
け
た

８
事
業
所
の
各
代
表
が
出
席
し
、

市
長
が
表
示
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
交
付
後
市
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら

社
員
の
消
防
団
勤
務
な
ど
に
つ
い

て
配
慮
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
団
な
ど

地
域
の
協
力
が
一
番
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
広
く
市
民

に
周
知
す
る
と
も
に
、
一
層
の
協

力
体
制
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
感
謝
と
お
願
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

ん
で
い
ま
し
た
。
消
火
訓
練
に
参

加
し
た
地
区
住
民
は
「
火
災
は
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
も
、

今
日
の
訓
練
は
非
常
に
参
考
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
市
文
化
財

保
護
委
員
の
菅
原
 文
  吾
 さ
ん
を
講

ぶ
ん
 
ご

師
に
招
き
「
華
足
寺
と
指
定
文
化

財
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
文
化
財

講
座
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
防
災

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
貴
重
な

文
化
財
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

大
切
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

　
　
　
 文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練
・
文
化
財
講
座

市長から表示証が協力事業所の皆さんに渡されました


